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　列車の安全運行を目的に、線路まわりの雑草は定期的に取り除いており、手作業による刈り取りのほか、除草
剤も一定量使用しています。除草剤の使用量・範囲は最小限に抑え、使用する除草剤については、人畜毒性で
は普通物（毒性が3段階中最も低い）、魚毒性ではA類（毒性が5段階中最も低い）を基本としています。
　散布条件が悪い場合は作業の中止を徹底するなど、周辺に影響を与えないようルール化しています。2011
年度は203トンの除草剤を使用しました。

　大規模な鉄道施設の新設・改修は、地域や周辺環境へ与える影響が大きいことから、完成した構造物が周辺
の町並みや自然環境に調和するよう景観設計を積極的に取り入れています。2011年度には第三吾妻川橋りょ
うが、周辺環境や並走する国道と調和した優れた景観を創出したことなどが認められ、土木学会田中賞（作品
部門）を受賞するなど、社外からもその成果が評価されています。

除草剤の使用を抑制☆

景観との調和

沿線環境の向上

第三吾妻川橋りょう
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